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ⅧⅧ  ままととめめ  

（（1））  ははじじめめにに

「大型動物化石総合調査」は、札幌新まちづく

り計画（平成 16 年度～平成 18 年度までの 3 年間）

の計画事業に位置づけられた事業で、『さっぽろ元

気ビジョン』の基本理念である「市民の力みなぎ

る、文化と誇りあふれる街」を実現するために、

芸術・文化、スポーツを発信する街さっぽろとい

う基本目標と芸術・文化の薫る街の実現という重

点戦略課題を達成するための具体的事業として実

施されたものです。この 3 年間に市民や関係機関

との密接な連携で進められた、大型動物化石総合

調査の過程と調査の結果は当初の理念を具現的に

実施し、実現したものとして大きな成果を達成し

た事業であるだけでなく、学術的にもこれまでに

ない大きな成果を得たものと考えています。これ

らの成果についてここでまとめておきたいと思い

ます。

（（2））学学術術的的なな成成果果

1））調調査査概概要要

本調査は平成 16 年度から３年間に亘るもので、

平成 16 年度は各種普及事業などを実施しながら

カイギュウ化石の未発掘部分の発掘調査を実施し、

化石の絶対年代がほぼ絞りこまるとともに、学術

的に極めて重要な化石であることが確定され、生

息当時の環境の一端も把握されてきました。続く

平成 17 年度は、調査エリアで発見された鯨類化石

および生痕化石の調査および周辺の山々における

火山活動史について調査を実施し、カイギュウの

生息した時代前後の地史の変遷を明らかにするこ

とができました。

平成 18 年度は、カイギュウ産出地層を札幌全体

の地史の中で位置付けることを目的とし、豊平川

の地質概要の検証、藻岩山などの火山形成時期の

調査を実施しました。

2））カカイイギギュュウウ化化石石

札幌市南区の豊平川河床から発掘されたカイギ

ュウ化石は、肋骨断面から比較した大きさから、

寒冷な環境に適応して体長7m 以上に大型化した

Hydrodamalinae 亜科Hydrodamalis属に分類されま

す。 

産出化石直下に分布する火山灰層から得られたフ

ィッション・トラック法による産出年代は、8.2 ± 

0.3Ma の値が得られており、同層準から産出する

各種微化石のデータとも矛盾しないことから、サ

ッポロカイギュウは新第三紀中新世 Tortonian 期
(11.20～7.12 Ma)に生息したいたことが明らかに

なりました。また、これまで Hydrodamalinae 亜科

の化石が産出する北太平洋域からは、中新世の

Messinian 期 (7.12 ～ 5.32Ma) を こ え て 古 い

Hydrodamalis 属標本が発見されたことがないこと

から、本標本が世界で最も古い Hydrodamalis 属標

本となることが明らかになりました。このことは、

Dusisiren属が 10Ma 前後に大西洋からパナマ海峡

を経て太平洋東部に達し、さらにベーリング海を

経て北太平洋西域の日本周辺に到達し、およそ

8Ma に大型化し Hydrodamalis 属へ分化した後、

再びアリューシャン列島を含む北太平洋域に広く

分布した可能性を示していることから、大型化し

たカイギュウ類がいつ、どのように大型化したか

を知る上で貴重な資料となりました。

その他、本調査中に大型脊椎動物としてカイギ

ュウ化石 5 点、鯨類化石 6 点、魚類化石 1 点が市

民によって発見され、札幌が多くの化石を産出す

る化石産地であることを明らかにしただけでなく、

これからも保存状態のよい貴重な化石を産出して

いく可能性のある地域であることを証明しました。

33））産産出出層層準準  

サッポロカイギュウが産出した層準は、新第三

紀中新世であり、今回の調査によって「砥山層」

と呼ぶことにしました。なお、正式な名称決定つ

いては、正式な学術書において報告することとし

ます。

本層準は砥山層に位置付けられ、札幌市南部の

豊平川河床に典型的に露出していている砂岩泥岩

からなり、軽石凝灰岩や火山角礫岩、石灰質ノジ

ュール、植物片を含んでいます。本調査ではこの

層準を基準にして上位（豊平川下流）へたどると、

砥山層上部、西野層および藻岩山溶岩までの8～
2.5Maの層序が確立でき、編年が完成したことに

なります。

4））堆堆積積環環境境

ⅰⅰ））古古水水深深

有孔虫化石が産出したサンプルには、長谷川ほ

か（1989）の示した古水深指標種が含まれており、

今回のサンプルでは浅海帯～深海に生息すると考

えられる有孔虫化石が産出しました。これらのう
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ち、カイギュウ化石産出地点サンプルには中部漸

深 海 帯 下 部 （ 1 0 0 0  ～  2 0 0 0 m ） を 示 す

Haplophragmoides属が含まれていました。 
貝類化石は、沖合泥底要素と化学合成要素で特

徴づけられ、現地性～準現地性の産状を示します。

また、含まれる現生種から下部陸棚以深の群集で

ある可能性が示唆されます。  
放散虫は多くの種が表層付近に生息しますが、

幾つかの種は中層や深層に生息します。一般的に

Periphyramis sp.のような円錐形の種は深海に生息

していることが多く、この属に含まれる現世種

Periphyramis circumtexta Haeckel は、北太平洋では

200ｍ以深に生息している（Kling and Boltovskoy, 
1995）ことから、Periphyramis sp.の産出は、本試

料が中層以深の海底で堆積したことを示唆してい

ます。 
生痕化石群には、カイギュウ化石上位層におい

て古水深など具体的な環境条件を示す物は見られ

ませんでした。しかし、土石流などのイベント堆

積作用が卓越する不安定な環境から、より水のエ

ネルギーが低く安定な環境へ移り変わっていった

環境変化に伴い、日和見種の生痕化石である

Phycosiphon のみからなる生痕化石群集にはじま

り、安定な環境で堆積物食を行う Teichichnus 様生

痕化石を中心とした生痕化石群集へと移り変わっ

て行ったことがわかりました。  
ⅱ）古海流  
貝類化石群集に基づいて800万年前の北海道周

辺の古地理的背景を考察すると、札幌付近は寒流

が流れこむやや冷たい海で、現在の日本海北部に

似た冷温帯の海洋気候であったと考えられます。  
放散虫分析の結果では、Stylochlamydium sp.，

Antarctissa sp.，C. aff. sakaii は高緯度海域を特徴

づける放散虫と考えられ、堆積当時の海洋環境は

寒冷であったと推定されます。また、この時期の

低緯度域に特徴的な放散虫が本試料中には産出し

ないことも、この地域が比較的に寒冷な環境にあ

ったことに関連していると考えられます。  
石灰質ナノ化石の結果では、寒冷種を主体とす

るものの、少数ながら現在の対馬暖流のような黒

潮起源の海流の影響が推測できる種も見つかりま

した。したがって、当時の海洋環境が現在のオホ

ーツク海や太平洋沿岸域のような寒流の卓越する

環境ではなく、現在の日本海沿岸の環境に近いか、

それよりも更に温暖であった可能性を示していま

す。 

ⅲ）古気候  
化石花粉群集は中新世後期の三徳型植物群に対

比されます。即ち、スギ科を主とし、亜高山帯の

トウヒ属やツガ属を伴う森林植生で、第三紀型植

物のrelict（遺存種）を僅かに含みます。すなわち、

中新世中期の温暖・湿潤気候が冷涼化した時代で

あったと推察できます。また、試料採取地点で広

葉樹が少ない点については、 海底堆積物では広葉

樹花粉に比べて翼を持つマツ科花粉の割合が大き

いことや、海進などで山地が直接海に接して、広

葉樹の分布域（低地）が狭まっている地形であっ

たことなどの可能性が考えられます。さらに、後

背地に亜高山帯針葉樹が分布する山岳域が存在し

たことも推定されます。 当時の気温は現在の本州

北部程度で、 スギ科が優勢であったことから見て、

多雨気候であったことが推察できます。  
ⅳ）生層序年代  
珪藻化石分析の結果、産出期間は8.4 ～7.6Ma 

と極めて短く、この前後にも僅かながら産する

Thalassionema schraderiが認められました。今回の

結果では、この種が群集全体の20％以上を占める

ことから、多産を示す8.4 ～ 7.6Maの期間内に位

置すると推定できます。 
貝類化石は構成種から、中期～後期中新世（約

10-6 Ma）を代表する上部峠下動物群あるいは稚内

動物群に属するものであることが明らかになりま

した。 
放散虫生層序からは、砥山層が堆積した年代は

8.6Ma～5.2Ma付近の後期中新世と考えられます。 
石灰質ナノ化石については、これまで得られて

いる道内の石灰質ナノ化石産出情報によれば、望

来層の群集と極めてよく似ていることがわかりま

した。ちなみに、石狩湾東部の厚田－望来セクシ

ョンにおける調査では、厚田層が D. quinqueramus
を含むことから後期中新世の CM9 化石帯に、望

来層は D. quinqueramus を含まず R. pseudoumbilica
を 含 む こ と か ら 、 化 石 帯 へ の 対 比 と し て は

CN11b-9（約 4～8.5Ma）を考えています（岡田、

未公開データ）。 
ⅴ）藻岩山形成年代  
山体の基盤をなす西野層は、デイサイト質溶

岩・貫入岩、軽石凝灰岩、泥岩からなり、およそ

400 万年前（鮮新世前期）に浅海域で火山活動が

始まったと考えられます。  
その後、280 万年前には割れ目にそって溶岩が

流出し、軍艦岬溶岩が形成されました。藻岩山山
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体の主部を構成する溶岩は、いずれも山頂付近か

ら流出した溶岩流の火山地形を残していることか

ら、山頂部付近を噴火口にした中心噴火型の複成

火山が形成されたと考えられます。その時代はお

よそ 250 万年前ころとみられます。そして、南側

尾根に沿う割れ目噴火によって溶岩とスコリアが

噴出し、ほぼ現在の藻岩山が形成されたと考えら

れます。 
 
（３）成果と課題  

2004 年度から始まった「大型動物化石総合調

査」は、国内外、各分野の研究者・技術者、関係

機関に協力をいただき、また、市民がさまざまな

事業に参加するというかたちで、まさに“総合調

査”の名にふさわしい調査研究活動が行われてき

ました。個々の研究者にとっても狭い専門性から

抜け出し、総合的、多面的に札幌の自然史につい

て考察や検討を加えることができた画期的な調査

であったと言っても過言ではありません。期間中

には、テレビ、新聞、雑誌などのマスコミにもた

びたび取り上げられ、太古の札幌の姿や自然科学  

的な成果について市民の大きな関心を呼びました。

また、その成果は札幌から世界に向けて、札幌発

の学術文化を発信することができました。この調

査活動によって札幌の過去の一時期を非常に鮮明

に描き出せた一方、まだまだ多くの部分は謎に満

ち、解明すべき謎が眠っていることも明らかにな

りました。また、札幌という街が研究のフィール

ドとしても大きな可能性を秘めているだけでなく、

非常にユニークな地史的景観という資源を有して

いるということも明らかになってきました。  
今後、本調査で培われた市民や関係機関との密

接な連携やネットワークを、残された課題の解決

や未知・未解明の課題についてどのように生かし

ていくか、また、その成果として明らかになった

札幌の過去やその魅力をどのように活用し、市民

に還元していくかが大きな課題であると思います。 
サッポロカイギュウの他にも市民が自ら取り組

み、札幌の生い立ちや魅力を発見していく場が作

られ、市民、とりわけ多様な経験や豊かな想像力

を必要とする子どもたちに夢や希望を提供できる

日が来ることを心から望みます。 

（松枝大治） 
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